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東洋大学白山第三主続空

方法としてのオートポイエー
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東洋大学文学部哲学科

河本英夫

勤的平衡システム2(複雑さの維持)

動的平衡システム4(非整数次元)

動的平衡システム1(承前)

動自慢均衡システム(.6Xl草生命体の90%)

レジリアノス病変からの回復力と平衡逸脱への出初)榊1湖見から
の回i要時間で計調腔れる。ただレ破慣サンゴ礁の回復までのB締役イノ
/J[，I:ノザからの回復でI正予イムスサ Jl-が異なり、標準世イムスケー
んがむい.

レジ')7ノスはしliLA;fヴァルヰラピリディ(脆弱性}との対抗慨を:だとされ

るか脆弱位は1毒菌論般書:であり、レジリアノスIJ治療・回復・縫待縫念
である。見ている局面が異なり、対抗事正念札、うより、異なる精想である.

レジリアノスには均抽1逸脱への抵?正力{領経性、冗長性、代音可能柱、
内郡選択可能性}と均衡法s!1.からの回復力(再生可能性自己組織化
オートボィエーンス等灼1かかわる。

・ 健康と1J 一定の複雑さを総持レ内官民外部の変化13:すし、対応可能
性の幅苦一程程度に維持できていることである.

動的平構システム3(内的選択性)

-形の変換可自出生，ヒトデ(放射性動物5本足)とイカ(頭足類)の

間には、圧縮と伸長だけで変換回路はあミ5か.こうした変異

を病気だとは言わない.(遺伝子的には、大きな違いがあると

予想される。〉

・ 整数次元は次元を尽くすか.少数次元(3，53次元、 2，89次
元}を入れた環境設計(J"可能である。健康維持とりわけ神経

系で制御される健康維持のためには一定程度の複雑な環

境に触れていて方か良い。生体はこうしたlil1iさの度合L吃
踏んでおりそこにどのように対応てきているのか.

・ 複雑さの度合l"を蕗張しておくこと(内在的な選択性を高め

ておえこと)

自己組織システム1A(プロセス)

二重安定住陥!i召の汚濁1.進み始めると一挙に進行する、フヱーズシフ
トあるいは組転移)ところがひとたび汚濁が安定すると汚濁物質の

濃度を治覇開始農度まて川下げても、透明にはむらは」相転移にIJ，複
数の変異曲S車があり。汚濁進行曲線を逆回~Iこするようには透明回復
曲u町立進行しなU 。

・おそらく健康を慢なってL叫変異曲線と健康回復の変異曲線はずれて
いて健康を害する要繋U雪濁物質1を取引幸:111i、逆回しするように健康
が回復されるわけではない.破壊プロセスと再生プロセスはずれてしま
い、異なる転移点と巽むるプロセスがある.栂転移i;;，IJi複数値あるという
事態(J相維持iζ複数個の規定変数があると考えられるc

病気とは言えおい(未f高p所、性康でもむし 、という状態問の隙間は相当に
広く一定程度の慣れ帽をも今ている.健康j病気の二者択一にはならむ
い.この場合、完全に健康状態(ζ戻すためには大幅なコストがかかるが
病気lニ怠らむいようにすることは車対皇帝の手前に留めればよい.
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自己組織システム1Scj'ロセス)側 l 
- 病変と1耳、変容，，1'こシステムの最大の自己治癒努力の成果tしくは結果

であるe発黙とは、自己治癒の開始でありそのプロセスである.病気と

l;l，自己治癒努力の結果至憶さ杓た一つの安定平jij状態である。内
的c対応可能な選択肢がすでに安定状態へと向かわせる回路に入って
しまっている場合が病気である.健康に幅があるように、病気にも幅が
ある。

・生命の基本は一挙に進んでしまうプロセスを何重にも抑市l擁壁締をかけ
るこιで、遅延させる仕組みであるoL，たがって慢性病iユみずから安定

状態へと入ろうとする安定化の回路査もって1唱と想定できる.病気とは
自己安定したシス子ム状態である.ある期末で慢性病とIユ自分で泊り
た代乳、と自律しているシステム状態である.

そうなると病気がそれとして安定化する手前に留めること、つまり二重す
定性の1;1;1惇の間にいっ-;:5(1ることが治癒の可能性を大ぎくする。

自己組織「システムJ1 (プロセス)

自己組織システムの典型，W::レて偶然に開始する結晶化のプロセス在
取る。箔品化(;l、結晶の般車こ力、かわるプロセスと結晶生成とに分かれ

結晶化のプロセスは「あるプロセスが次のプロセスの問自在来件(:tJる
ようにレて績繍Jたプロセスの連鎖J(自己組織f回〉士彫宣}と定式化される

.こうしたプロセスの畠l耀物何時産物)が、結晶だと考えていく。

このプロセスで結品生成に向かうように儲かれているのが化学反応式
である@開始条件と結果を線彬にτ)t，}.ぐように惜し、たものが化学反応式

である.持続的1こ生成するプロセスの場合にはこれを微視的にする工
夫が必要だがそのとき導宣品そのモの(;l，目的でも結果でtなくなる.

・ 複数{園の産物ができる場合もある‘氷索と酸素でも水も過酸化水素も
できる。条件次第で{;l，さらに耳1m物もできる。

質れと形相はす応J関係が必ずLもなL、場合在想定yな1汁1ばならず、ま

た新たな形4自の出現在広範に認めむければなら屯い.質料一形市目1富市l
にある限界を付けなければならむい。

自己組織「システムJ3(プロセス)

- プロセスは、 傍らにいて~取る場含に1豆、「差異化」となる.感じ取られ
たプロセスの感触l耳、強度{祭急性の度合いドゥルーズ)を基調とする.

強度はほとんどの場倉身体行為を組問項とする.差異化をプロセスとし
て再編する。

プロセスの場合には、認知するもの(とりわけ意識)がそこに巻き込まれる
乙とを玉要な場面とする。意識はみずから1こ起きる変化をそれとして感

じることはできむい。また意識はどのよう勾変化がみず力もに起きようと、
変化の結果を知りうるが、変化そσ応のは愚直主として感じられるだけであ
ってそれを知ることはできむい。意識の変化は事物の情等性の変化(

トレマ期Lコノ手キストの変化(7ポフェ二一期)世界の変化{アポカリプ
ス期}として現れてしまう。

・ 意識の知る働きそのあのを還元して意識の行為として伺が起きてLる
かを考察する仕組みが必要となる。(現象学の手直しが必要と怠る}

自己組織システム2(プロセス)

A

3

2

1

 

n

v

n

u

a

u

n
u
 

湖
水
寝
置
の
植
物
の
割
合

、一一-"""'1揖由年代』
、、 、惜 70年代前'"、ー・ ， --L，/、
・1 '1掛 a事代 ....¥ -zs. 、o

I '_・ 、‘'• .!!C:::_-". (8)"去、

0'8国 0)時 0，10 O.泊 。却。ぉ O.拍

金リン温度ImeL-'

掴l一一寸ランダ.ペルヱ掴白書嘩聾ItA膚(0)とその・慣過

程(・}で見られたヒステリシス(掴い破績と矢印).' 

自己組織「システムJ2(プロセス)

- 可能!!1!-現実貫主は多くの場合 ii<先が決まっている場合の変化をir'.述υてい
くための仕組み7とが行き買が決まらない場合に培、この対関係を持ち込むこと
がでぢ右下。何が起き~9b骨からなし、がなお進行しつづけゐプロセスが広範に
あることになる。可能態ー現実態に限定を付けなけれiまならない。

・プロセスのZ舎なか?新たな事有L恥1出現したときf、そしてそれが月IJ時てもありえたが
号のようlこなヲているときには、ブ同セスの111粉条件と軍用ι!こ出現Jこ事見粉問

には下世ー上位関係がえ品、.基本的には踏曙fl'}な現実↑齢、成立していない.
婁棄とIUt組織と器官の£ラな階漕関係13手段一目的関係!となってい実品、.

プロセ:>.b'"っとも基本鉱山現宴性の要黒1i.と考えて、プロセスだけからなる世
界を考えでみる。プロセスは感じ取られているが、知覚はで麿屯(¥¥0そこからど由
桂底の現実牲の畳tJ'i!<f高るいは豊かさの可能性滞導きうるかを考察するのが、
自己組織哲学とむる，ζの哲学1.現実住宅Eどのよう1ζ税明するかにかかわって、
るのτiれよく現実ほどのように豊かでありうるわ叩毒劇訪、かわる。これは真j

偽股rjy失殿、ではなく前進11車事lこかかわる.真、普ではなく鯵H制こわ、かわる
ことになる~ 01=1般の場置を制作実務間予為認路町暢こ配置することになる。

プロセス1;次申プロセス1;:接続する.この接続有にJ.選択月置か明る。選択肢
のら丸、場合同プロセスに曹い換えでも曹繋め曹い換えに留まる(自由落下).

自己組織システム3

押経系を事例にとると、事態は一挙(こ複雑になる01甲経ソスデム壬生命

の基本的な本性在含んだシステムだと考えるとシステムの仕組みから
考案し:r;.ければならない.神経ンステム(;l、外界に適応しようとしてはお

らず t申告主系の生き残りだけで作動する‘にもかかわらず神経ソスデム
による身体制御(;L外界に適応する。

したがぺてt特主シス子ムめ再生のためには、環境設定だけでは足りてお

らず視点在二重にレなければむら沿い.ひとたび総量した神経系を再生
させるために{;l環境に適応させようとすることは神経シス子ムの本位に
適っていむい。
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自己組織システム4(視点)

生命システムで生じてい毛ととは、飛持輔で生じているととに相ている.パイロッ
トは外界に出るととは併されi'.酔持に示された数値をコントロールするといラ構
離しか特わない.パイロット母仕事は.ItH0さまざまな融俸を畢み.あらかじめ
決められた朗Sきないし.酔Hから穆かれる航路にしたがって、 進路を循定していく
ことである.パイロッ トが機外に障り立っと、夜間町見事な飛特や着陸を友人から
ほめちnて当惑する.・・・ という四もパイロッ ト0仕事は、観察者が記述し表そ
うとしている行為とはまるで異なっているかちである.

外陣壇'"と内的視"''''蜜揖不可苗性[理解可閣性が唖躍す吾、解釈学の限界}

クジャク四メス除、オス四割の呂町離が1叫以上司オスに求盟す占5.しかし自の散を
数えているはずがない.カメレオン悼、 自分の身体色を須壊に似せて喪);.{;が、5景
4権問色と自分。体色を比蛇照合して壷);.ているはずがない.

神障系にとってo健康陪 観察者が見たときιシステムそのも司にとって昭事態
が目別れて〈ふユユーロジ申雄量崎、基本的には年鈴とともに構少し懐けており.
輔拙的特定化町方向に向かう.悼定檀能化するととは、神経系申対応可醐性を噴く
し醜けるととである.

オートポイエーシス1

-オートf自己)+ポイエーシス(制作)というギリシャ諾か

らの造語でマトゥラーナによって作られた。神経システ

ムをモテルとして後に生命システム一般に拡張された

-ヴァレラ1;1独自の展開を試み社会学者ルーマンも独

自の展開を試みた。つまりどζl乙力点を置くかによって

相当に異なるシステム論として展開てきたのである。カ

ワモ卜もまたまったく異なる展開を行った。

オートポイエーシス3(ヴアレラ)

自己組織システム5(プロセス)

軍を聖雪tる場合を想定する。日人づつの職人わもなる二jJi:D聾fMつくる。一方

句集団ζは、見取り図段E時五レイアウトその他刀必要屯ものはすべて備え、
樺梁を指定して、開染泊指あ且リに作車をi量める。 もう一方の日人の聾団に

は見聴~1îlJも殺計図もレイアウ トもなく、ただ職人手目互が伺Eの配置だけでどう行
動するかが決まっている。職人fこちは当初偶然特定の配置につく。配置についた
途2畠動ぎが開始される。こうしたやり方でも軍はできる。

・ アりやハヂが、 巣在作るさいに、あら力、じめ鮫合しでS主計図を見で作っているとは
考えられ弘、い。

・ 目eqが決まった時それを実現するためには、目的に剛、うような日航冶理的1T
為で形成されているとはF畏出いぷったく月ゆ回目告で形脱されている可能伽1

.，り、プロセスの連動力、ら作られている可能性が高い。

. ~宰液中で結晶が形服されるとき、 溶液内の生成プロセスは継続するが、 一つー
つめ生成プロセスは、結晶を作ろうとdて、作っているのでは〈品、.生申君主成プ
ロセスは、田町結果ド 向カうように進6しているとは考えに(いが、にもかかわ

らず結果は古致する。

オートポイエーシス2(200年聖歌)

オートポイヱーシス4

システムの拡張システムとは行為tLくはプロセスを基本単位
とするネットワークであり、おのず灯時此つづけるニとが同時に
現実性の出現につながるような設定が可能どなる。つまり新たな
変数の出現を内在{出せている命

・シヌテムの特徴(;1:問題への直f童解決ではなピ、シス子ムの作動
が同時に問題の解消となるような問銭的効果を主要な手法とする

意識の努力に換えて気付しすこ時にはおのずと問題解消が実現
するような仕組みとする.システム・デザイン(;1現在の哲学の別名
であり哲学がいまだ有効に扱えていない課題への対応を試みる
投機である。
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オートポイエーシス(定義)5

-オートポイエーシヌ・システムとは、情成素が構戚素を

産出するという産出(変形およU~農場)過程のネットワー
クとして、有機的に情成(単位体として規定)されたシステ

ムであミ5.このとき構成素は次のような特徴をもっ， (1)
変換と相互作用をつうじて、自己を産出するプロセス(関

係)のネットワーク絶えず再生産し実現する.(2)ネット

ワーフ(シヌテム)を空間内に具体的単位体として構成し

またその空間内において構成素はネットワークが実

現する位相領被を特定することによってみすからが存

在する争(マトゥラーナヴyレラ 1980)

・ 質料性をもっ持続可能なシステムの必要条件を示して

い3"

図の説明1

- システム(lプロセスのネシトワーウであり、それじたし喧観察によってl!
示することはでき勺い.プロセスからある現実性のまとまりが出現する.
そのまとまりのある単位を構成繁とし、う.己のまとまりは、質料性によって
規定される.システムと構成繋の間の関係が、産出町因果となる.産出

自潤果iこは原因=結果としゅ定到回当てはまらむい。過掛町〉霧か
ら雨;高が出現することに似ている。鴻成繋は、観察できる定めで心けれ
ばならむい.時呈験科学との掻続可能性の要請1
この4構成繋がブ口乞スを再起動させる。この再起動が起きず品、構成紫は

ただの老廃物制j(;t葉になる.ンス子ムと鳩成索の問の循環がよの
円環でおchと呼んて1唱。この円環(;t純粋に産出的循環でありいまだ

特定の'M.'を占めむい。下の円環は、清成雰のまとまりのようなもので
あり循場性はむいが掻喜帯甥係はある.ζこをSelbstと呼んでおり、4構
成索の綾続関係て特定の空間を宿定する.この空間はつねに位相:空
間である.オヲマジャケンがちエルになるさいにI:tSel阿佐自分で破i重
レ‘再度組み立てる.もはやオヲマジャケンでもむくまれUJ工Jしでもほいプ
ロセスがある。

図の説明28

- 産出的働き(!ム=自我)/JI(私=自我1を作り、作る働きも私であり、作られ
た切〉も払である。作る働きと作ら吋弐みのが、情トであるとL'う場面で
t悠宣されたのがもフィヒテのf事行J(I全知識学の基礎』原則論}である。

事行(み期限後退を避けにもかかわらず出発唱が確保されるための苦
心作である，そう礼してあ劫古、畑な却{け7州れ1ぱ1あまり帆{にこ劫も多駅〈の出発
まうのである。このとき任意性に付きまとわれて困るのは、基礎て主7哲学
だけてよそ代以外にはt俊樹りI;tVJl、。拠点在築くことは、留学の必要
条件ではむい.現実に可能な豊かさを示すfこめには三投~"字、ではなく、どの
ようにして経験は動き変わりうるかを示すことが必要となる。

一般に芸術的制作を宅えれば作るをmと作ら111こ作品(:1同ーとなる
乙とはほとんど芯い。そのため事行は特殊な前提のもとでしか成立し芯い
守事行(;Lf全知治学の基礎』以F釘コ知識学では諮られなくおる，

オートポイエーシス模式図

(
(
(
 

UlT1well (匁績)外

日制:J:-~~・~;t. 7""'~

図の説明2A

. ，二うレた{土浦み(〆力ニヌム){;!.1自体化の(士湖み恥し力も二重1固体化の仕
組みを幸弘ている。それはおのずと個体化する。外自ぞjtJ嗣併者による産
物でもt;;.ければみすからが主体的に(自体化しに弐ゆでVJL¥，

力ントの有機体論でIJ.(1)部分IJ、相互に原因にv.立り結果{こも匂って
ーまとまし4の全体を形成する β)各部分はそれぞれ全体との晶喉をもっ
閑 却 欄 係X骨を1本見るだけでも全体をイメ-:;できる1、(3)破1鼻した

部分(;t 旬初制作者に側字せず、みずb廿附在自己竜!昨する、査特
徴とする。これは形成完了後の個体性の必要条件筏渇る。

」こから個体佑をプロセスとレて再度設泡._JtJ_あすことが必要となる.部
分の集会の草翻がどのようにレて決まってL喝のれ何かが集合の範箇
をあらかじめ買めていれば、 @1届体性がどこかに前復活hてしまう。たん
にi固体化が偶然起きるだけであれば(固俸の維持にかかわる新たむ原
理が出現してこな{汁，(まなら仏、(鋭意輪とも経験輪とも異なる回路が
必曇FとtJる。)

産出的循環からA 継起的におのずと個体化が進行する仕組みが、同時
に事曹の野田存性めn、力引け判iまな鳥羽 L

図の説明3

マトゥラーナヴァレラ二入の定式化は、上の自己し力、定式化してい日い
.1土会学者JGーマン{耳、下の自己を基本的に活用した，ょの自己は自
明の前慢である.ただレ下の自己は、時として全面的に組み替えられる。

)"ーマンの場合にIJ...個体化がすでに機能的に安定Lた場面だけを撮っ
ている。 9でにある機能ンステムをオートボイ工←ンス周t置で言いかえて
いる。記述的ソス干ム論の膨犬な体系を築きょげた.

マトゥラーナヴ7Lラの定式化(:1本人たちの構想したζとをうま〈定式
化できていない.ffi!Jj乍的む体験的行為場面ではこれはごく普通のことで
ある。フッサ-Jしも本質直観の定式化を掠り、ギナノンもアフ方ーヲンス
の定式{ヒを拐うている@言語的定王t化を意瞭として理解するのではなく、

それに対応する経験を行うことが必要とむる。言語と経験の院にはオー
習で三75の鳩たりがある.本l喜捨てるために読む.つまりこうした情想
13 1乍り変えで前に進ま広ければ意味がない。
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図の説明4

- こうした模草おを頭(ζ入れて、それをすで(3.見実化Lた事g(、に応用して、

記述の仕方を変えることはこのシスデム構想の本意ではむい.まfこもっ
とも{蔓111こ活用法でVJい。{固体化の仕組みは、理解一応用とC'う学習
の習い性を超えてしまう。

オートポイ工」シスへの最大の怒鳴(J rど封吏ったらよいかがわからむ
し、」札、う続問にある。そヨJた朔問を持つ人l正3到草して道具的(こ手l周
したL、のである。つまり縫畿の仕方が狭いため(よどうにもならむい。

ある場所l託す勺てみる。その場所に停み、その場所のプロセスのさ芯か

で何から立ぢよb、ってくる。そhが継起性をもで1;(自己組織化の局面
に来ておりそこにf固体往があればオートボイ工ーツスの局面に来てい

る。つまり個体性の出現に直遇しなければならむい.オートボイ工ーシス
はおのずとf自律性が出現し、 E見期主力、成立するための仕組みであり、そ
の場面を錠えなければ、オートポイ工ーシスではむい。こうした経駿のあ

り方がオートホ4エーシスの方)主である。(方法1)

-生命の四特徴

・自律性

{包i1'1生

境 界 の 自 己 決 定

.入出力の不在

問題の由来

- 最初のヨつの規定と最後の一τ的規定(;(整合的ではf乳、。

領域化と境界の形成(内部も外吉iltIJい)

強度と調1)度

定義の変更

オートポイ工ーシス・システムと(J，反復的に要素を産出するという産出(

変形および破壊)過程のネシトワークとして有機的1乙精成(単位体として

規定)さ才Vこシステムである。 (1)反復的に産出された要素が変換と相互
作用をつうじて要繁そのもの苦産出するプロセス(関係)のネフトワーク

をさらに作動させたときこの要素をシステムの摘成繁と言う。禍成紫(J

システムをさらに作動させることによってシステムの情成素であり、ジス
デムの作動をつうじてνスデムの要素の綻図(自己=Slch)が定まる。(2)
4育成繁の系事I的、産出的作動と椛成繁問の運動や物性をつうじて閉域

苦なしたとき、そのことによってヰシトワーク(ンステム)は具体的単位体と
なり、固有領犠を形成し、投相{七する。このときi車S鋪ヲに形成される閉域
(自己=Selbst)によって張り出された空品1がシスデムの位相空間であり

シス子ムl二とヴての妥簡であるや (2000朱再定式化bY.可本)

・ 意味査取ろうとするのではむ仁その場面の現場を経験することが必要で
ある。

図の説明5

kとえは患の羽ι当初体温調WJ)l;ζ時|こ出現、機能町こ安定fヒ(個体化)す
る。ぞれがどこ力、のF野皆で飛4、ための器官に組み替えられて1.\<~すると愈儲

la，当初何のために出IJ!し℃どのように変(lJ.，てきFたのか宅問うよラなf軍踏の
起調史j力、可能となる.意裁はあそらく集中一解除にかかわる壇古いの銅盤:J)場
として出現し λ島市J曹語によって歪な変形を到すl枠用性の線型化Lヱタヤ教

1:よって部艮の一宇先を自己町境界として変形Lヘソクラテスによって知ることと
知ることの限界に特itしてデカルトの反面によって圧省型が安定した、と考えられ
る.ぞの後シェリンヲ町「みすから自身を直観するためにみずかも客体と主るJと
いラ制作院r.勉容が標記されたり 3オリア{自己感触)が提示されたりモんたが、
意訟は現時南?は「姐る品、う極貯の過剰現前化Jのままて古る。 19世紀mß~に
統合失調症がg月遊軍形て出現JでくるがそのE乳、の意i帯変容1;1何が起をFたの
かよく分からな¥'.

品現の仕組みと機能変苦町出1M:商事き明かすような作業が、オートボ寸エーシス
申宵泊可場所{方法2)となる。たとえば草紙、曹織で寄ることによってまさに思い
起ζせない過去(先骨的過去)在行為として事軍化する。掴体はそれ固有の先
験的過圭をもっ。

発生的説明

J喜j夜中から結晶が析出するさc'結晶在liI'lii'物だと考えてみる.化学

反応武耳 慣った表記を行ゥている。生成プロセスは継続し、その途上に

Z日産4助1析出する.r生成ブロセヌが次の生成プロセスの開始条件にな
るようにレて綴札た生成ブロセスのネットワ-?Jとし、うように定式化す

ると、各生戚プロセスは、次の生戚プロセスに按続することと結晶を外
に排出するとt、ぅ二重の作動を行っていることになる.結晶は生日ロロ

セスの排出物{糞rとある。
」の排出物を生成プロセスの継~Mコ調整要因として循環関係、憾に組
み込んだときオ←トポイ工ーシスが出現する。

システム一般の創発

-システムは作動することによってそのつど集会を決める。要

素の集合は連続的に変化する.

・継続的に作動可能な要素を人工的に導入することてンス

テムの作動モードと情造を変えることができる.たとえば植物

性廃棄物をm~~料に変えるサイクルが出現すれば、車の車体
在すべて合成樹脂に換えた方がよい。

-境界の感覚は、王{本とも主観とも異なる。境界は、内部ても

外部でもない。 i寛界の分析によって東洋知の大半Id'認知

科学的分析へと転換できる。唯識ではなく唯行.

・知るとは異なる行為知へ(知識から賢明へ )
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創発の由来1

-オートポイエーシスは作動の継続だけが必要条件で
あり構成素!立大幅に代わってよい.両生類の変慾で
は、作動の継続だけで、構造的部材を組み替えている.
新たな構成素の出現はつねに可能状態にある.

• B寺として新たな情成素群(既存のネットワークに収まら

ない)炉部分的ネットを作ることがある。心的システムで
の妄想主態での新たな二、ノチの出現発生での異形

成は新たむネり卜の出現である.このネν卜聞の関連は
一般にカッブリングと呼ばれる@カップ')ノグは複数の
作動するネットワークが相互に決定関係のない媒介変
数をj是j其し合っている関係であ否。

システムの境界

相即

-相!W:競泳のアスリートが競技を終えた後、ゆったりと横

泳ぎしていることがある.このとき水の流れを身体の周
囲lζ作り出し、この流れに身体の動ぎを乗せている.競
技用のクロールは 71<の粘着性(こ働きかけて自分の
身体の方を動かし蹴り足は水の反発性に働きかけて

Lも φ 身体の運動をつうして同時に環境特性に働きか
けている。

-身体運動とともに環境特性!こ関与する場面か相llP( 
コーヒレント)である.

・身体運動をつうりてそれまで気づかれていなかった環
t克特牲を発見すること

創発の由来2

-内舛同区分する二とは境界の出現である。オートポイエーシ
スの場合作動を続けることが「すなわちJ内外の区分の出
現でありそれによってはじめて内部と外部が出現する。そ
のためこの境界は界面ではない.界面は、観察者が外から
二つのものの接点、を見ている。界面での相互作用が問題に
なるのではな心境界そのもの¢出現が課題となる.

・境界で起きることは、境界の形成であると同時に、境界とは
別様の1髄E性を出現させることである。比喰的に諮ってみる
円をliIl<ように走り続(":130たた走り続けるのである.その

ことが向時に内外の区分割王う.これが二重作動の基本形
となる.

システム一環境

1固体が出現したとき~ 1固体はつねに世界内申不理読点である.そのとき姻体
と環境との関係を捉えることは、容易な課題ではない.個体化と1:世界内IC
不連続1"6~落差を生も仕組みでもあるから、 l固体化するものは世界内存在で
は再りえない。そこに独特の争〈のカテゴリ」が畠現してくると考えら判る。新
たな夢見町こ直面したとき l\~きいの既存の担チゴリーを括弧入れして(現草

学的還元りその場所で何が起ぎるかを経験的な力、で出現してくるまで待ち
、そこから轍聞を問〈よラにして記述していく(現象学的還元2)。しかもプロセ

スのさなb、!乙あるもの特有の還元{システム的還元凶必要1::Td:る。つまり意

識からはもはや捉えることはできず行為のさなかに吉まれている事量の考
察が必要と右る。(方活31

浸透

-自分自身を形成することが、同時に環演を受容しているよう
な事態一重力や光や空気(湿度)

・この場合感覚(器)の形成そのものに関与してL、る環境があ
ることになる@

.重力を受け取ろうとして受け取ることはない.すでに受け取
ることができているが、受け取りの身体モードはそれを感し
取る度省い感じ取りのモードによって変化する.

-空気をE平日現しようとして受容しているのではない.空気の受
容は生きていることとともにすでに行われてしまっている.
それの受容が生きてし、ることと地続きにすでに成立している
場面が「レウィ+スの他者」である。
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二重作動1

いま円を渇くように走り籾7る.本人はただ走り続けているだけである。し

かしそhによっ司同時に世界は二つに分かh、内外が出現してくる，内
外の出現は、本人の行為の意図ともえ行為の成果ともかかわりがtd."1..10 

一切の目的訴とも機械論ともかかわりがむえ行為は‘それが遂行され
れば世界内にむにかそれ以上の事態をおのずと出現させてレまう。

この場面ではオートポイ工ーシスの最大の功績は、ζ礼た行為遂行が
同時に~IJlliに何かを出視させる仕組みにあると舷!GられIこ .11メ空モルフ
才一ゼーオートポイ工ーシスの核心12002年膏土社}

これによってドゥルーズの差異化とは異えよる仕組みで、世界の多様化在
解き包月かしヘドゥjレ ズと槻司して、〈ーゲ)(.，の言語的記述から出てくる
弁M;去を無効にすることができると確信したのである.

この著作は 10年縫ってもE里解さ杓てLる峰子は仏、がしかし本e;r良く
売れている。つまり分h、らずに読まれている。

二重作動{立、後に障碑者のIJI 、ピ1Iで、人見~濯が「デュアル・エケササ
イズ」として設定することに心った.

二重作動3

- 二重作劃同ような仕組み 1 ;1. 曹I~ヲIcte述しようとすると曹倍の線型閉ζ妨げ
られて、うまく記述できなL、ことがわか'-<>.乙こから人再和曹語は人間D経験に
とヲて線遣で妨害町窃るという結論となる.人間が如月し日却のうち、曹!~
M出来の悪怖のめ代表で事り、こラした曹語を用L、てL、るた刷こ J]J駒経験
JH'Kなっていると感じらhる。

・モ乙であるlr臣抗E行いながら行為目的とも行為の結果とも里なるか立ちで、プ口
セスのさなかにあって同時に月11御τ出王乱てしまう事態を何とかもて括る仕組み
が作nないかと鉱行錯誤した.それが『システム現象牢1(200日正新目輩社)で高
る.そのとき妨害になっているのは、 富怪治すではなく線~I;:作動する視覚中
心の惣檎{ノエシヌノエマ勿イブ)でもあったeなんとかこの烹誌を別格に活用す
るために劃l発信耳本割問場面を繰り返し描こうとしたのである.初めて逆上力、Jが
でぎるようになった昧初めで自転車E乗れるようになった時、意識にとってiま刊
が起きている力、がわ力、らない.そJニゴステムの徴構を干僻力後構として噂入しな
が弘出来る限、Jブ口tス内在tlo/i経轄を通路てきる仕絡みを考案uこ。L方法3)

内感領壊を広範に噂λνたこと1となる。内需型ま主として脇整能力で寄り、行為
の制御にとラで不耳欠である。

諸々1プログラム

- システムの作動のプログラムは、通常の規則に従うもの

たけではない.規則の代表は、数学的関数と文法であ

るが、これに適合的なのは、思考直観(知覚)、物体の

運動ぐらいであしJ、感覚、身体感情のようなものは、5JIJ

の規則の枠内で作動する.この別枠の規則が数字や

文法形式で1;1近似的にしか表記できない.

ただちに応用実洞化できるアイティアをj架して使って

みるという発想は選択肢を狭〈設定しすぎている.ブロ

フラムか5JIJ繕である可能性はコねに残る。つまりパラタ

イムを変えるのではなく経絞の仕方そのものを拡張す

る必要か生じる。

二重作動2

- 開域カ形成だけではどちらが内でどちらが外か1;1決まらない。境界

の形成は世界を二つに分けるだけであって、どちらが内と外かを決
め品ことはむい.そこに触覚的箆知が関与する.異おる二種類の細胞
をばらばらl斗て混ぜると、一方の径の細胞が内世1)に集まり、他方は
その周囲在取り巻くようになる。この場合にも運動だけではむ〈触
覚位認知が種晶、てい吾.

この場面が二重作動であり、=重作動はひとつの運動一つの動
作がそれとは独立心事態活出現させる場面で起きている.それは世

界が多緑化するさいの基本的む仕組みである.触覚性カ貨はすべて

二重作動である。二重作量的仕組みを事象の出現の基本様式として
事愈そのものの成り立ちの考察に後続することができる.(方法.4)

二重作動4

-二重作動の典型はず実は触附主経験である。触覚は、何かに触る乳、に

、同時に内在自0/"前方運動への運動や圧の羽撃を伴っていなければな
らずその感明皇がむければならない.舌や鼻も類佐ルており、規貨がベー
スと信って組み立てられてきた人間の知識はどこかで銀本的な!1lJ草を
していると限二られた.そこで触覚性の働きを明示して、そこから組み立
てらねる知と方法の再編が必要であると感Jられた。 (2010時国主するオ
ートポイ工ーシス』膏土社)その途中包憶発達ドライヴ動午、能力

その舶のようむ仕組みをさらに展開しておピ必要があった.(2014r制覇
したシスチムは"かに創発・再~するか』新E華社)
たとえば男停の重さは通常感じ取りれていGい。にもかかわらず工レベ
ー芦の起動寺停止時には体重力、出現する.そうすると科判官重吉(60

キログラム)とl乳ムられてしも重さは対応関係も変換関係もない.内的td
ものと外的括払乃の間に変換関係白山ければ科牢祖官デーヲは成立せ
ず与んらかの現象学を殻さざるをえ仏、。{方法5)個体の内的風;取り
はとのようロモゆか.

諸々2意識の行為

意i創立知ると1:1異屯るかたちで多くのことを実行している.たとえば(1)
意誌は注意の分歓の場所として働く。 ω意識は懸賞買拘要素の範囲

をみずから規定している すなわちみすからの境界をおのずと決め
ている。 (3)意識は反射反応を避けるように みずから自身の内部に
選折肢在作り出す.(4)曹識は 集中一解除の度合いを鼠整できる.
(5)意識IJみず力、らめ変化を感じることができないために、意識その
ちのの変化を世界の変化として提えてしまう，(的意識は みすから
の起き吾変化を みずからの同一性が確保されるように、おのずと
J組織化する。この組緒百じの成果が意識の「自己」である.これら(J

今後も1貫目としては増えていくと思われるが とりあえず精神病理
で必要む限りの事項を引停したものである。
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諸々3身体1

-身体 君臨官なき身体 ドゥルーズ、ガヲリの言う「器官なき身体」
のような身体の解釈を変える概念を持ち出すことは得策ではない。
こうした概念は どちらかといえば、身体の全体的イメージを代え
、身体にかかわる言説を組み督え 解釈をただ全面的に更新しよう
とする戦略的拭みである.そhによれば 身体は そもそも死に向
かうような歪l峰点〈向かうものではむい@死(;1:身体に起こることだ
が 身体そのもの力消]かおラとする目的でもま燈点でもない。死は
身体にとってほとんど偶然的匂事態である.また身体は そもそ

も何かに役立つように形成されていくのではなLυ 役に立つのは、
身体の二次的な機能形成によるものである。身体は それとしてみ
ずからを消尽する花けである。 己れが器宮むき身体の内実である。

F おそらくドゥルーズ、ガ骨リは、島体についての言説に染みついた
機能性や目的性をーも珊草隙するとし、う戦略的Q位置から、こうした
「器官芯き身依JをA理想しているの問題は ここからの展開可能性

である争

カップリング1

-異なる額数のシステムが連動υていてそれぞれが固有に作冒している
状E馬力人力シブリングである.双方のシステムから見れば、相互に決定期
係のない媒介変数を提供し合ってl'る作動状態である.どこを連密搭せ
るかによってシステムの作動1丸唱に変化を及ぼすことができる.分自主しな
l'ままにむってLる作動1犬態を月lゆシステムl二分離させることをデ力ソプ
リンクという.コメの生産のためには、水田周辺の水の管理や下互山間
吉仰〉省理を行わむければむら日いがそれを農民が総体として仔ってL、
る.これを永田でのコメめ耕作と、生態系維持活動に分脱して、別個に経
済評価を行うことがデカップリンタの事例陀ある。力ゥブりLノグ(耳、連貨問
強さの度合~，を変えることができその度合Lゅ変更によって現実性
の可型投の帽を考察することができる。{方法的

力ップリング28

つまり賃盆の総量の1'1'ぴを抑制し、仕事にきもに工芙査行うことを
要求していることになる.金利の変動が直接効占星をあたえているわ
けで1互いが、失業率が一定範囲内に維持され，る労働市場で[耳、派生
的に箇有の動きが出てくる@この場吉には、どの程度の範囲の失業
率であればこうした仕組みが機能するのかが、同時に問題にむって
くる。失業率が 15%を超えたり、逆lこ2%を下回るような場合に
は こうした労働市場での効果はそのまま維持されることはなく
まったく別の動きが出てしまう.デモや型車動が起きたり、逆に失業
保険を有効に活用するようお動きが出てもおかしくないのである.
そうたとすると 1)"ブリンクのようむ緩い連動関係では、一方の
シスヂムの条件が変わると 直射関係そのものが自転肖してしまうこ
とがあるに違いない。力ツブリンクは とても緩い関係であり、そ
の緩さをさまざまむかたちで活用することができる。

諸々3身体2

身体は運動停であるが、内的感じ取られイメージ的に方向て:511勺才1感
触としての給郭をもっ。意識と異なり由民Is変数が多すぎるほどである.そ
j，じたい外的指樗と内的感触が対応日レなし、ほどの落差を作り出す器官
でもあり、言告や至。と(1異怠る機能系であり、言活や知を習得するように
レては身体は形成されはせず、また動下は動作からしか形成され広い

動作には受動自動被動、能動のように動ぎの樫触に細かむ区分力1

.':tじる。

アヌリートの走りは腿が高く上がり大きく足を回転させているように見
えるがアスリート自身は足が飛び石を伝うように真下!こ溶ちるだけだと
言う。動作の見え姿と動作の感触に1;1ギャシブがあるだけではなく変
検問糊畑、。

カップリング2A

連動レている毛幼の力点を変える.各国の中央銀行l耳、過去三か月の
景況感のデータ から、金利を決めている.畢気が過熱しそうにむ
ると金利を上げて過熱を冷ま し、景気が減速しそうであ才11;1'金利を
下げて 景気を下支えするととになる@金事E変動1.、多くの場合景
況慰のデーヲーと連動させて後作されている。ここで金利を失業率
に連動させてみる.

・失業mが下がり雇用環境がずっと改善しそうになると、金手IJ在上げ
て失業率があまり下がらないよう[こするe 失業率が上がり、雇用環
境が零化すると金利を下げて、景気刺激在行うよラに連動させてみ
る.この場合中央銀行の金引牒作は 失業率に連動させ、失業率
をーを事箇内に維持するように鮒下されている。労働市場の個々A
にと「ては 同じ賃金であればさらに良い仕事ができる人たちの集
合が培える方向に働苦 同じ仕事であればもっと安い賃金で仕事を
引き受けることのできる入たちの集合が増える方向に働くであろう
。このζとは労働分自e&lが急連に上がるL二とを避け、個々人にさら
1:良い仕事を寸るように動機付けることにつながる.

カップリング3(作品制作)(方法7)
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学際的研究1

オートポイ工ーシスの一月主的定式化を、さまざまな領域に適用する。公式
(法則}の適応記述自淀到じを競う手法であり記述のための遵鼻立て

を変えてL叫方式である.ルーマンの場合には、こヨ.../t;こ一般シスデム記
巡の方法を開発レた。同じ仕組みを多額域に応用するという-A宝的な手
法にしたがう。

この場含の要点11.(1)='A法コードの形成{記述システムの分イ旬、法l
不五紙システム}真線科学シス子ム)、内在J超越{宗教)のように各シ
ステムに酉有のコード苦見出すこと (2)コードのもとで形成されるプログ

ラムを生成プロセスにあるものとして解明することである。

二分法コ ド1J、言語の肯定・否定や屯活システムでの有掠・無鍔のよう

な両極化苦活用してLる。その中間iこも多くの事柄があり各〉去の後続
にも選択肢がある。

学際的研究28

こうしたトト力ルチョの参加者のおかに こっそりと貿易船の船主

が入り込み、失敗する側に相応の金額を賭けておくと たとえ船が
たどり着かず失隠したとしても 補舗を手にすることができる，成

功すればラその鉛け金は桂f(11吉てであるが、それを必要経費だと考
えるのである.参加者が多〈むければ 少額の保険で十分む額のリ
ヲーノを得ることはできない。おそらく{将賓がシス子ムとレて成立

する前史に、こうした場面があったのではな"かと予想される。こ
こかうi将貴ンユ干ムの成立まで11、わずかの変化と条件{寸lすだけで

到達するのである.保険シスデムが出来上がってしまえば 個体化
の完了であり 加入条件が‘このンヌテムの境界を決める.こうし
た場面に見られるよう{ム何かが出現してくるプロセスを追跡し、

そこにそのシヌ子ムに含まれる偶然性 あるし、11};IJlllのi量I，RJI支がど
の程度あるかを示して見せる作業が 出現のプロセスである.

神経系の再生に向かうリハビリ2

R尚早経系の再生11、特定の機能回路をl!lうようには形阪され〈乳、.1申経
系は自分自身で生き賎ること(ニュ ロンの連肺コ形成)で生き残ろうとす

るが、結果としてそ杓Ih'特定機能回路を形成することになったとしても、
この機能回路に向かつて形成されたのでは心い。押経系の形成と機能形
成の問lこ11かむり瓜¥s!咽がある。

動かない手を詳細に動くようにしようとすれば、細かく手を動力、寸訓練を

するよりは懇咽収コ手で物に触る引出車をしたほうが良い.物に触るとき、
本人は物にうまく触ろうとするが、そのとき運動速度や触る庄の調整が

行われている。意識8t内経験では現れ屯いように行為能力の形成が必
要とむるe

触覚性感覚め適用触覚II、視覚や聴覚の比べて機能分イl::Gてい白、
にもかかわらず物の肌理司令滑らかさにて丸、ては 2500-3000程度の度
合いの区分ができるようである。

学際的研究2A

-積以化(分化防、むさ杓、それが安志υてくれl点シスデムの内外区分が

生じるので二分法コードが適用可能になるが領犠化そのものはどの
ようにJて生じるのか。たとえば保E量のシステムはどのようにして創発す

るのかとLゅようむことが問題になる.現場でシステムが立ちあがってく
るさし、のその立ち上が')0コ経験在プロセスとして考察する，シスデムの
立ち上がtの固有性をどう考えるか.たとえば保険ジスデムの出現で

考えてhる。保険IJリスウに対しての備えであり、リスクへの補償1

OJ負担を 多えの参加者で分担する仕組みである.これはかなり多

くの参力暗がむければ 成立しなl'システムである.こうした参加
者(;) どこから出現してくるのか。いまインド洋からアフリ力の南
端を回り ヨーロッ11へと至る貿易船を想定する。この船が無事に

イギリスに至燐するかとうかを巡って イギリス人特有のトトカル
テョが密かに行われていたとする。無事にたどり着けば 成功に隠

けたものが分配金を受け取り 無事にたどり漕か怠ければ失敗iζ
鰭げたものが分配金を受けとる。掛け金が多くなると、 1)合一ンも

多 なるので この貿易船の持ち玉には こうしたトトカルチョが
・4持割令や炉争昔、 J申買込，，，u-，;;.r-~.."、二~

神経系の再生に向かうリハビリ1

脳卒中、脳梗塞の患者は争くじD場合半身麻揮となる.一般に片麻揮と呼ばれ
130芳人程耳の患者がいると曹われている。半身麻揮のために麻IlILて1、る身
体の置動在自前せようとする運動機能回復b"ITわれる。しかも期O/J"症状1.
半身麻薄て窃るが疾患め座は脳神経系である。し7ζがって運動続能E互には
本来凋時lこ神経掃の再生芳促すような治療b、必要となる。[これは相当lolllG

い課題で<，;')、痴呆アルソy、ィマーの奥底を下げるような治癒技rまや日常即時
の開発が京められるもj

- また片廓揮の急性期|こは麻揮慨に働ぎ削7ると破摘部位わものノイズの出
力を抑えー吋側健側部位"1構おうとする強宙~j叩骨111>機構が作動する.つまり
運動機能回樹立、樹園富市位を抑えることと入代替機前回E告の形戚が自動的に進
む{tisみを，苦悶している.

・ヰズミめ人工的片府痔実験ではII!:!置部並走作り、麻酔を解〈と、たjだちにさ伝行
を始める。廠摺実被以前と同」ようにさドくことがでぎる。しかもλ川町場合にはへ
片1百茂樹立健常歩叩tlまとんど不司能となる。λr.~紡D脳!団~.、左右分担主むて動
作を形成し
置め智量陀i子行うよう引1にこ 左右脳て分担帯帥躍R恥Jて札L、る可能附t霊勤均が司唱高凱Lいい守'.人晶甲紡D動作
1:圧悌司1;:争措iこ宿りうるが半崎l庫医けでiま動向D制創立総し('.

神経系の再生に向かうリハビリ3

続曾失調症の場合には、F膏f軒コ閉め統一1尤電車にあると考えら杓る。つま
り意慌の統一状態1;1複数値あると考えてよい。

意識の機面白主統→コモードの設定、境界設定(幻覚幻聴i集中ー弛
緩の度合L叩璽輩、注意の選択の場を聞く、とい沢田弘、の意訟の機能性
を考えておくことができる.

意識の境界は、 tcl宜的容易に変動する。集中-lt!$震の度合いの変動が

でぎ制ナれ1)'意I跡章蓄とむる.ただし統合失調疫の場合、一定の緊張
状態を容易に解除できむい。複雑さの度合い1;1健常者と変わらむいが、
耳IJの複雑草のモードになってLる

「随康JとIJ 本人の能力がさらに発情しやすくなる可能性査含む状態の
ことであり、たとえ集合量からみて萄姶であゥたとしても本人の能力{免
疫運動能力也活力等々同開札やすさの度三社吃宙空康指揮とする.
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触覚性変容介入

- 触覚IJ、それをH!さ特定の器官がない。し!J'l-ざらつき、滑らかさの度合
いIl.3'，から3干区jj'陀きる.必要が生じれば縮かな細分化が起きも

そうでむければ未分(げ」まま{こ留まり、余分日反応はしない。触覚性の

反応1;) 臥 J仏、ことであり、感しないことを本性とする.1見覚聴覚のよ
うら1置密機能1;<'もたなL、が、精密さとは異おる精確さがある.

視覚、聴覚(;.(，機能変容が起きればただちにわかるが、触貫性祭張のよ
うなものは簡単には機能疾警とは箆定できえ乳、.

ベルノの精l~科医)1ノ;:t~ァ・チイノピ\;)治療の乳、 1ζ スポノグで覆った柔
ら力小部屋で行ってL位。身体の緊張を解宮、身体の内I惑の車田かさを回
復するにほ触覚性の度合いにかかわる介入が必要となる。

外的指標と内的選択肢1(方法9)

-スキーのジゃンブでは 飛び出すときは時速90km(:!どにもなる賂

f主である.トッ プ選手でも飛び出すときに後ろに体重が殺って飛型
がきれいに出むい場合もあり、またmle離がで江いことがある。そ
のときどう指示するかが問われる. f踏み切りを少し早〈しむさい

Jと言つでも、時速90kmの状況である.意識のむかでの制御や心

持を早めにという程度ては、まったく有効に枇かない。八木弘和コ
一手は、飛ひ出すとき たとえば100m先を見ている選手に対して

f100加のIOcm先在見る よラに」という指示を出すと言っている

• f早く踏み切れと」と言われても どうすることなのかがわから
ず むしろ緊張が出て逆効果になるような場薗では 本人自身のな

かにある選IR肢在活用する以外にはむい. r早く踏み切れ」という

泡示1.本人にとっての選択肢になっていな"のである.この局面
で 本人にとっての選f畑貴を活用するように指示を出す.すると意
識の制御とは異なるかたちで 慢をの行為に対しての選択肢の帽を
開くととができる，

外的指標と選択肢3

-外的基準(健摩状態、必要条件正規の手続き}との比較で、そこへと向
かうような治療教育支援は、多くの場合労力だけはかかるがほとん

ど事態とすj，遣ったものにむる.到達呂原山旬かうことが最短回路だと
は隈らむい。

内的選!R肢は、「最近後領域J(ヴ4ゴツキー)の範囲で設定される.

内的プロセスは、次の内的プロセスに権続されるがその悶の選!R性を
どのようにするかが重要心分岐者とおる。(半)自耕ヲ選開1進行する場

合(こは行為自<)tJ持品性問くことが必要とおる.(f飽きる力JNHKブック
;;¥) 

証拠に基づく治療

治癒現場では 「鉦胞に基づt治癒」ということが‘繰り返し曹われる.
立位ができ‘ 事6がで君、さらにさ修行距閉が1~びる己と 1.，実際のデータ
ーとして示すことができる。しかしモうしたヂーヲ}に合わせるよラ!亡
行為寸る=とはでぎず‘訓練もできない.舛からのデ』夕、-1.到遺した
股果についての指揮である。それに合わせるよラにして副"樟を行うこと'"
できない.もしろ個々め形成ブロt:<を接続していくよ うに訓練を続け
その結果としで外的ヂー宮ーに対応する状態に至るというのが実情である
φ しかも健常状常に近づくためには、いくつもの経路があり それは個勿
人心抱えた条件に儀存している。活用できる条件を最大限伸ばすよろにし
て 全体的な姐縫1tをlfい、欠損のある都分がそこに組み込まれて欠損そ
のも申町内実が変わり さらにそれを開始条件として次の形成ブロtヌ
を濯も。こ円の繰り返しである。デーヲーと"こラしたプロセスを外力、ら
見た目安|こ過ぎないのである.人間のE知能力からみて、行為の目的1.必
ず存在ずる，そのため行為目標lζ到達するζ とを 泊。の訓練の摂鱈だと
レがちで高志.しかしそこに結果として到遣するためには、い《つもの回
路があり 個々の周面で命指京1. 本人iごと今ても選択肢となり、自分自
身での制御が洩得され、かつ能力そのものが形成きれるよラに行ラことが
必要と宿る.治揮結果とプロEスの分離(方;去日}

外的指標と内的選択肢2

身体傷御ゴルファ」の斉木功ブロは 他人のコイノヴを見るのがろまいと
曹われている。ブロ0)選手でも 1ラノヲの時期1.必す~るらしい. :>ラ
ンプは かなり高級な感覚であυ、状態で高る。かつてでぎたことが出来
々く沿っている状態なので、本人の持つでいる能力の上限辺りで仕事をし
行為している人にしか起こらない.膏ホブ口l止地のブ口からスインヲ

を見てほしいど伺訟を持ちかけられるよヨ?ある.そこで、テーヲバッヲ
で手が硬〈なっている、というのがわかったとする。そうした局面で 「そ
の手が硬〈なづすいるから力を掠1:t1というのが普通の観察者め指示で高
る.手が硬くなっτいるのは‘プレーヤ一本人の必死の工夫の結果起きで
いることである。そのため その指示がどうすることかは分からないし
かりにカモ核いでしまえ|ι さらにス寸ノヲが悪化するa ブロだから、啓
曹酌で;l)ったり、教育的であったりするとは思えない尻たと主ば「前足の
親指に世I_，力在筏めるj という指示を畠したとする。こnは選択般にしτ
活用でぎていない箇所に選択肢を入れていく やり方である.しかも本人に
とっでの選択肢と有っている。そζiζ選択服老人れると、身体動作そのも
のの衛剖変教が変わってLべ.

重力を感じ取る
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光を感じ取る まとめ

方法としてのオートボイエーソス

1)プロセスのさなかでの現費性の出現(継起性、 f固体性の事象の出現)

• 2)プロセスとレての事象の出現の仕組み(意識が現に意識であることによ
って、すでに思い起こせむマ立ってし沼先験的過去)

・3)システム環境のカテゴリ』の解明、ジス干ム自引璽元

• 4)二重作質的カテゴリ」め盤備と害事象の成り立ちの考察

包}触J附主事象の解明f意識を視覚モデルiノエシスJエマ系}とは異屯る仕
組みでt量ること

・6)かyブ1)ングの運動〉度創し吃変え事象の可変性の樋を考察する.

7)カップリシクを変数の増大としてばかりでは匂く力γブ1)ングの出現在

帝1]作とレて，苫用する。

・8)プロセスの庶果とヲロセスの進行の分離

. '!)外的?昌縛と内的選択肢の分離


